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はじめに	

ESDの概念図（文部科学省HP）	



実践の概要	

単元名　「国際的な相互依存関係が高まる
中、私ができることは何か？	
-水・食料問題から考える-	

	

	



指導方法と評価について	
	

指導方法　提案型発表活動の導入	

　「パフォーマンス課題」	

　「アクティブ・ラーニング」	

	

評価方法	

　「ルーブリック」	

　「ポートフォリオ」	

	
	



本授業の特色	

l オーセンティックな教材	
l 教科横断的授業（合科教育）	

l 外部講師の活用	

l 提案型発表授業	

l 多面的に思考するためのツール	

　Six	Thinking	Hats（de	Bono,1999)	

　	



多元的思考を促進するツール	

Six	thinking	hats（de	bono,1999)	



本授業への応用	

White Hat 情報	
発表（提案）の「情報」を個人で整理し，ホワイ

トボードでグループと全体で共有する。	

Red Hat 感情	
発表を聞いてどう感じたか，自分の感想を述

べる。	

Yellow Hat メリット	
発表者の提案の良い点，利益，価値について

考える。	

Black Hat デメリット	
発表者の提案の問題点，実現が難しい点，リ

スクについて考える。	

Blue Hat ファシリテート	

Blue	Hatの生徒は Red，Yellow，Blackのいず

れかの役割を兼ねる。また，Blue	Hat は全体

の共有の場では教師がその役割を担う。	



思考の深まりと広がり	

グループで共有	 　　　　クラスで共有	

個人の役割の思考パターンで考える	



「逆向き設計」論に基づく 
パフォーマンス課題		

「本質的な問い」を学習者が問わざるを得
ないようなシナリオを設定してパフォーマ
ンス課題を設定	
G　目標	
R　（学習者の）役割	
A　相手	
S　（想定されている）状況	
P　作品・実演	
S　評価の観点	

（西岡､2016．P.25)	



ポートフォリオ評価法を行うために
教師が考えておくべきこと	

１．ポートフォリオの設計段階（どんなポートフォリオにするのか）	

①学習目標と評価の位置づけ（なぜ作るのか／どんな力を評価するのか）	

②ポートフォリオの内容物と型（何を残すのか／その決定権者は誰か）	

③ポートフォリオの容器（どこに残すのか）	

④実施時期（いつ、どの期間で作るのか）	

	

２．ポートフォリオの実践段階（どう導いていくのか）	

⑤事前説明の方法（どのようにして、学習者と見通しを共有するのか）	

⑥編集の方法（蓄積された内容物を、どのように編集させるか）	

⑦検討会や批評会の時期と方法（いつ、どのように自己評価を促すのか）	

	

(西岡,2016.	p.136)	





授業実践後の学習者の行動の変容	



学年を越えた学びの広がりと地域実践	

有志生徒による文化祭「フードドライブ活動」	



SDGsこどもワークショップ 
(2017.11月　パシフィコ横浜）	

今後に向けて	

〇授業設計の視点	
〇パフォーマンス	
　課題を取り入れ	
　た授業づくり	
〇指導と評価に	
　生かすポート	
　フォリオ評価	


